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環境負荷低減につながる材料や加工方法を積極的に取り入れるため、
取引先との連携した開発を行い、自社技術の高度化を図ります。

● 環境負荷低減に向け、材料・工程を見直す取引先との共同研究開発

これまでのデータの蓄積による計画的な生産で、
仕入れ・出荷の回数を制限し、不要な輸送による環境負荷を削減します。

● 計画仕入れ・計画出荷で輸送時の温室効果ガスの排出を削減

製造装置ごとに電気消費量表示パネルを設置。使用上限設定によるアラートで、
無駄遣いによるオペレーションを改善します。

● 電気消費量の見える化で省エネ

特殊廃棄物である塗料スラッジを安全な一般廃棄物へ分解する
バイオブースを設置。廃棄物の環境負荷低減を促進します。

● バイオ技術で塗料スラッジを分解し、環境負荷の低い廃棄物へ

当社を中心とするサプライチェーンの現状をクライアントごとに分析し、
改善するPDCAを実践し、製造プロセスの無駄を削減します。

● ISO9001認証取得―ISO9001-2015認証に基づくプロセスの省力化



趣　旨

気候変動問題への取り組み

水圧転写技術は、低炭素材料を用いた製品開発にお
いて、 目的とするデザインや質感、使用感を損なわず 
多様なマテリアルに加飾できることから、 低炭素製品
の実用化に寄与する技術として、注目を集めています。
株式会社マサルは、ISO9001 認証取得に基づく製造
プロセスの転換で省力化を実現。 さらにSBT認定取
得に伴い、2050年カーボンニュートラルの実現に向け
て、水圧転写技術による低炭素製品の実用化へ、 積極
的にチャレンジしてまいります。

―水圧転写技術で低炭素製品を実用化―

当社では気候変動問題を取引先企業と共に、解決していく課題と捉え、事業活動に伴い発生する温室効果ガス
（GHG）の削減に向け、様々な取り組みを行っていきます。

当社では代表取締役を中心とするGHG削減委員会を設置し、当社における気候変動への取り組みを統括、推進
していきます。
この委員会では、気候変動問題への取組状況を年1回、取締役へ提言や報告を行うこととし、取締役会では、その
内容を踏まえ、必要な施策を決定します。

報告・付議

報告統括・推進

監督

取締役会

GHG削減委員会

開発部・製造部・各部

組織図

取り組み内容

序 文

ガ バ ナ ン ス
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バイオブース



〈機会〉

• 共同開発による素材・加工技術の高度化
• サプライチェーン全体の信頼性向上による需要の増加
• GHG排出にかかる情報開示義務と開示情報量の拡大

強靭性（レジリエンス）

• 共同開発によるイノベーションの促進による業界シェアの拡大市場

• 低炭素につながる商品・加工技術の開発による需要の増加
• GHG排出にかかる情報開示義務と開示情報量の拡大

製品／サービス

• 低炭素エネルギー源の利用によるエネルギー分散化で将来への化石燃料上昇リスクへ対応
• 蓄電装置の導入によるエネルギーコストの圧縮
• エネルギーの分散による安全保障面の強化

エネルギー源

• 新技術による原材料の効率化で製造原価の削減
• 計画的な資材購入・納品システムで輸送を効率化し費用を圧縮
• 生産ラインのリアルタイム監視による不良の削減で製造原価を削減

資源の効率性

当社事業に影響を及ぼす気候関連リスク・機会の特定にあたり、公的機関などの気候変動シナリオを参考に、当
社の気候関連リスク・機会を抽出し、それらの性質を定性的に評価しました。結果は以下の通りです。

〈リスク〉

降雨や気象パターンの変化、平均気温の上昇、海面上昇等慢性リスク

台風・洪水のような異常気象の深刻化・増加等急性リスク
気候変動による
「物理的」変化に
関するリスク

• 消費者選好の変化
• 業種への非難
• ステークホルダーからの懸念の増加等

評判リスク

• 消費者行動の変化
• 市場シグナルの不透明化
• 原材料コストの上昇等

市場リスク

• 低炭素技術化に伴い、既存設備への入替による短期的な技術習熟度の低下
• 低炭素化設備のライフサイクル短期化による財務の圧迫
• 新規技術への投資の失敗
• 低炭素化資材への加工に対する短期的対応

技術リスク

• GHG排出に関する規制の強化
• GHG排出量の高い材料への加工に関する規制
• GHG排出にかかる情報開示義務と開示情報量の拡大

政策と法規制リスク

低炭素経済への
「移行」リスク

戦 略

〈1〉リスク・機会の特定
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当社としては、社会がプラスチックを100%排除して
いくことは難しいと考えており、そういった素材とど
う向き合うかが重要ではないかと考えています。
当社では生活において不可欠な素材に対し、環境負
荷の低い加工でものの付加価値を高めることで、環
境負荷の低減を図るとともに循環の仕組構築に貢献
していきたいと考えています。

※上記目標は、現在のプロセスで認定することができる最も野心的な1.5℃水準にて認定取得

スコープ3排出量の把握と削減に取り組む

スコープ1およびスコープ2の温室効果ガス排出量を
2030年に2022年度比で42％削減

弊社では、次のとおりに削減目標を設定し、SBT認定を取得しました。

指標の基準年となる2022年度における当社のCO₂排出量は、Scope1+2が
187.6t-CO₂e（49.3%）、Scope3が192.6t-CO₂e（50.7%）となっています。
Scope1+2は、Scope1が39.1t-CO₂e（20.8%）、Scope2が148.5t-CO₂e
（79.2%）となっており、約80%がScope2の電力由来のCO₂排出であるた
め、省エネ設備への転換や再生可能エネルギーの利用を進めるなど、排出量
の削減に努めてまいります。
Scope3は、約73%はカテゴリ1「購入した製品・サービス」によるCO₂排出で
あり、直接的もしくは間接的に使用する原材料から排出されるCO₂が主であ
ることから、サプライチェーンを構成する様々な企業と連携した研究開発を行
い、低炭素化を推進していきます。

分析結果

CO₂排出量 2022年
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事業から出る廃棄物

カテゴリ5

8.3

輸送、配送（上流）
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燃料及びエネルギー活動

カテゴリ3

139.6

購入した製品・サービス

カテゴリ1

192.6

合計(単位:t-CO₂e)

Scope3のカテゴリ別数値の表
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ワーク・ライフ・バランスの推進や働きながら育児・
介護ができる環境づくりなど、女性の働きやすい職
場環境づくりを実施。「あいち女性輝きカンパニー」の
認証を取得しています。

製品に新しい価値を生み出す水圧転写製品の開発
にデザイン思考はもちろん、デザインを実現する高い
開発技術が不可欠です。マサルの水圧転写技術は
ISO9001認証取得に基づく徹底した品質管理で、最
高水準の転写品質を実現。
たゆまぬチャレンジ精神で、今日も進化を続けていま
す。自社製品の開発に、マサルのデザインプロデュー
スをぜひ、ご活用ください。

株式会社マサルは、SDGsをはじめとするサスティナビ
リティへの長期的な取り組みを継続しながら、デザイ
ン思考の水圧転写技術で製品と社会に新しい価値を
創造し続けるべく、次代を見据えたグランドデザイン
を描き続けます。

ISO9001 認証に基づく最高水準の転写品質

あいち女性輝きカンパニーの認証取得

S D G s へ の 取 り 組 み
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